
換
を
行
っ
た
り
、
勉
強
会
で

○
試
験
直
前
に
長
崎
県
の
傾

市
中
川
２-

２-

５
電
停

学
び
あ
っ
た
り
で
き
る
の
は

向
、
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
良

｢

新
中
川｣

下
車
徒
歩
３
分

と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思

か
っ
た
。

日
程:

時
～

時

分

10

12

30

う
。
ま
た
、
長
崎
県
の
教
育

○
自
分
自
身
の
勉
強
不
足
を

時

分
～

時

13

30

16

現
場
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う

実
感
さ
せ
ら
れ
、
改
め
て
身

の
２
グ
ル
ー
プ
で
、
小

に
活
動
さ
れ
て
い
る
の
で
、

が
引
き
締
ま
る
思
い
に
な
り

論
文
・
面
接
（
模
擬
授

今
年
の
平
和
行
進
（
幹
線

ど
の
役
割
を
担
い
な
が
ら

署
名
な
ど
貢
献
で
き
た
ら
と

ま
し
た
。

業
含
む
）
を
実
施

コ
ー
ス
）
は
、
６
月

日
に

参
加
し
、５
日
に
は
無
事
、

28

思
う
。

○
な
か
な
か
独
学
で
は
モ
チ

申
込
者
に
は
事
前
に
小

長
崎
市
の
平
和
祈
念
像
前
で

全
教
の
通
し
行
進
旗
を
佐

○
組
合
の
活
動
に
よ
り
、
私

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
の
が
大

論
文
の
テ
ー
マ
を
送
り

出
発
集
会
を
行
い
、
広
島
ま

賀
高
教
組
に
引
き
継
ぎ
ま

の
よ
う
な
期
限
付
き
講
師
の

変
で
す
。
こ
の
よ
う
な
会
を

ま
す
。
事
前
に
時
間
を

で
の
行
進
が
始
ま
り
ま
し

し
た
。

労
働
条
件
が
見
直
さ
れ
、
感

開
い
て
い
た
だ
き
、
改
め
て

計
り
、
書
い
て
、
当
日

た
。

日(

西
諌
早
駅
前)

、

29

謝
し
て
お
り
ま
す
。

試
験
へ
の
姿
勢
を
整
え
る
こ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日(

大
村
市
役
所)

、
７
月

30

○
今
日
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

と
が
で
き
ま
し
た
。

定
員:

各
日
１
０
名
ず
つ

１
日(

東
彼
杵
駅
前)

、
２
日

で
、
組
合
に
つ
い
て
少
し
は

○
自
分
と
同
じ
立
場
の
先
生

申
し
込
み
方
法:

(

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
駅
前)

、

理
解
で
き
た
の
で
、
正
採
用

方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
頑

１
次
発
表
後
で
き
る
だ

３
日
（
佐
世
保
駅
前
）
、
４

７
月
７
日(

土)

、
長
崎
高

組
へ
の
期
待
の
表
れ
と
感
じ

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
特

に
な
っ
た
と
き
は
、
是
非
加

張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
頑

け
早
く
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
葉

日
（
佐
世
保
市
内
）
、
５
日(

佐

教
組
は
、
鳴
滝
高
校
で
、
教

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

に
経
験
の
浅
い
若
い
人
に
は

入
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

張
ろ
う
と
意
欲
が
湧
い
た
。

書
、
メ
ー
ル
（
申
込
用

賀
と
の
県
境)

ま
で
歩
き
継

員
採
用
試
験
１
次
直
前
「
一

学
習
会
に
先
立
ち
森
副
委

高
教
組
・
教
職
員
組
合
の
説

○
正
規
採
用
を
増
加
し
た
い

○
１
次
に
合
格
で
き
れ
ば
２

紙
の
内
容
を
入
力
し
て

が
れ
ま
し
た
。
今
年
は
雨
に

般
教
養
」
学
習
会
を
東
京
ア

員
長
が
「
組
合
と
は
」
「
組

明
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
が
、

と
の
意
見
に
は
私
は
賛
成
で

次
対
策
学
習
会
も
よ
ろ
し
く

送
信
し
て
く
だ
さ
い
）

濡
れ
な
が
ら
の
行
進
の
日
も

カ
デ
ミ
ー
長
崎
校
の
講
師
を

合
が
や
っ
て
い
る
こ
と
」「
組

高
教
組
へ
の
理
解
に
つ
な
が

す
。
私
の
実
感
で
は
現
場
は

お
願
い
し
ま
す
。

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
悪
天

招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ

織
の
こ
と
」
「
組
合
が
県
と

り
、
組
織
拡
大
の
第
一
歩
と

人
が
足
り
ま
せ
ん
。
一
人
の

い
。
（
申
込
用
紙
は
発

候
に
も
負
け
ず
、｢

核
兵
器

の
学
習
会
は
５
月
に
開
い
た

臨
時
教
員
を
減
ら
し
て
採
用

な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

人
に
仕
事
が
集
中
し
、
見
て

教
員
採
用
試
験
２
次
対

送
済
み
。
高
教
組
ホ
ー

を
な
く
そ
う
」
の
ア
ピ
ー
ル

「
教
職
教
養
」
学
習
会
の
際
、

を
増
や
す
交
渉
を
行
っ
て
い

今
回
の
参
加
者
に
は
今
後
と

い
て
い
可
哀
想
に
感
じ
ま

策
学
習
会
の
案
内

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

を
沿
道
に
響
か
せ
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
か
ら
「
一
般

る
こ
と
」
「
学
習
会(

教
研)

も
て
い
ね
い
な
ア
プ
ロ
ー
チ

す
。

ン
ロ
ー
ド
可
。）

高
教
組
か
ら
は
、
長
崎
・
諫

教
養
」
の
学
習
会
も
開
い
て

を
大
切
な
活
動
に
し
て
い
る

を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

○
必
要
な
組
織
だ
と
思
い
ま

日
時:

８
月

日
（
土
）

分
会
長
を
中
心
に
激
励
、

早
・
大
村
・
佐
世
保
の
各
支

25

欲
し
い
と
い
う
要
望
に
高
教

こ
と
」
な
ど
を
わ
か
り
や
す

す
。
参
加
者
の
い
る
支
部
・

す
が
、
今
は
加
入
し
て
い
る

日
（
日
）

声
か
け
、
申
込
み
の
サ
ポ
ー

部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
実

26

組
が
応
え
た
も
の
で
、
急
な

く
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者

分
会
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

先
生
方
も
少
な
い
の
で
、
あ

場
所:

高
教
組
会
館

長
崎

ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
委
員
会
の
実
行
委
員
長
な

開
催
で
し
た
が
、

人
近
い

の
感
想
に
は
次
の
よ
う
に
高

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
り
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

30

参
加
が
あ
っ
た
こ
と
は
高
教

教
組
に
対
す
る
前
向
き
な
意

参
加
者
の
感
想
は
以
下
の

せ
ん
。
今
後
よ
く
考
え
て
み

公
務
労
組
連
絡
会(

全
労

き
の
報
告
に
断
固
反
対
す

通
り
で
す
。

た
い
で
す
。

連
公
務
部
会)

・
全
教
は
、

る
。
引
き
下
げ
の
目
的
は

７
月
４
日
、
国
家
公
務
員
退

参
議
院
に
お
け
る
消
費
税

高
教
組
、
労
働
組
合

感
想
・
要
望

職
手
当
大
幅
削
減
に
反
対
し

増
税
の
露
払
い
」
と
強
調

に
つ
い
て

て
、
総
務
省
前
で
の
緊
急
要

し
ま
し
た
。
総
務
省
へ
の

○
直
前
に
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

求
行
動
に
と
り
く
み
ま
し

個
人
請
願
行
動
に
は
全
員

○
私
た
ち
の
労
働
条
件
な
ど

て
い
だ
だ
け
て
良
か
っ
た
で

た
。
緊
急
の
呼
び
か
け
に
も

が
参
加
、
大
場
委
員
長
は

見
え
な
い
部
分
で
ご
苦
労
が

す
。
自
学
で
は
わ
か
ら
な
い

か
か
わ
ら
ず
、
集
会
に
は
、

「
４
０
０
万
円
を
超
え
る

あ
る
と
思
い
ま
す
。
無
く
て

効
率
の
よ
い
方
法
を
学
べ
て

全
国
か
ら
国
家
公
務
員
・
自

減
額
は
退
職
手
当
の

％
15

は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い

充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

治
体
職
員
・
教
職
員
、
３
２

を
大
き
く
超
え
る
額
。
公

ま
す
。

○
要
点
を
絞
っ
た
講
義
は
と

０
人
が
参
加
、
長
崎
高
教
組

務
員
法
か
ら
も
許
さ
れ
な

○
教
採
試
験
対
策
に
協
力
し

て
も
わ
か
り
や
す
く
、

か
ら
大
場
委
員
長
が
参
加
し

い
減
額
だ
。
撤
回
せ
よ
」

て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
た
い

ま
た
苦
手
と
し
て
い
た
と
こ

ま
し
た
。
集
会
で
は
、
「
総

と
要
求
し
ま
し
た
。
そ
の

で
す
。
ど
の
よ
う
な
活
動
を

ろ
の
解
説
が
あ
り
、
理
解
で

務
省
前
昼
休
み
要
求
行
動
」
、

後
、
全
国
か
ら
の
参
加
者

行
っ
て
い
る
の
か
、
少
し
興

き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

「
退
職
手
当
削
減
に
反
対
す

が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行

味
を
も
っ
た
。

○
直
前
と
言
う
こ
と
も
あ

る
、
内
閣･

総
務
大
臣
へ
の

い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
職
場

○
教
員
が
働
き
や
す
い
職
場

り
、
本
当
に
出
題
頻
度
の
高

個
人
請
願
行
動
」
、「
座
り
込

は
、
全
員
が
怒
り
心
頭
だ
。

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
必
要

い
も
の
を
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

み
行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

署
名
を
は
じ
め
、
反
対
の

な
組
織
だ
と
思
う
し
、
自
分

え
て
演
習
、
解
説
を
し
て
く

総
務
省
前
昼
休
み
要
求
行
動

と
り
く
み
を
大
き
く
広

も
で
き
る
こ
と
は
協
力
し
て

だ
さ
り
、
参
加
し
て
良
か
っ

で
は
、主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、

げ
、
大
幅
減
額
を
撤
回
さ

い
き
た
い
。

た
と
思
い
ま
し
た
。
前
回
の

手
当
削
減
の
不
当
性
に
ふ
れ

せ
よ
う
」
と
決
意
を
述
べ

○
他
校
の
先
生
方
と
意
見
交

講
座
も
参
加
し
た
か
っ
た
。

「
有
識
者
会
議
の
結
論
あ
り

ま
し
た
。

退職手当の大幅削減を許すな！
～総務省前7.4緊急要求行動～

大
好
評
、
教
員
採
用
試
験
対
策
学
習
会

高
ま
る
高
教
組
へ
の
期
待

教
員
採
用
試
験
１
次
直
前

「
一
般
教
養
」
学
習
会
に

人
参
加
！

29

平
和
大
行
進

｢

核
兵
器
を
な
く
そ
う｣

の

ア
ピ
ー
ル
を
沿
道
に
響
か
せ
ま
し
た
！

高
教
組
・

高
退
教
の
行
進

教員採用試験１次直前「一般教養」学習会
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を
す
す
め
さ
せ
る
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
る
」
と
報

告
が
あ
り
、
そ
の
上
で
、

教
育
全
国
署
名
の
意
義
を

５
点
（
①
国
の
責
任
で
少

７
月
８
日
（
日
）
、
長
崎

げ
要
求
が
実
習
教
員
に
と
っ

人
数
学
級
を
前
進
さ
せ
る

高
教
組
実
習
教
員
部
は
、
大

て
い
か
に
切
実
な
問
題
で
あ

７
月
６
日
（
金
）
、「
２
０

奨
学
金
制
度
の
創
設
な
ど
を

こ
と
の
必
要
性
②
ゆ
き
と

村
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

る
か
の
理
解
を
深
め
ま
し

１
２
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

要
請
し
ま
し
た
。民
主
党
は
、

ど
い
た
教
育
を
保
障
す
る

タ
ー
（
シ
ー
ハ
ッ
ト
大
村
）

た
。
大
会
の
中
で
提
案
さ
れ

求
め
る
全
国
署
名
」
ス
タ
ー

「
授
業
料
無
償
化
は
維
持
す

た
め
の
教
職
員
増
の
必
要

で
、
第

回
長
崎
高
教
組
実

た
、
「
２
級
格
付
け
年
齢
引

ト
集
会
が
東
京
星
陵
会
館
で

る
」
と
し
た
も
の
の
、
「
給

性
③
障
害
児
学
校
の
「
設

35

習
教
員
部
定
期
大
会
を
開
催

き
下
げ
要
求
書
に
署
名
・
捺

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
教
加

付
制
奨
学
制
度
の
創
設
は
、

置
基
準
」
を
つ
く
る
こ
と

し
ま
し
た
。
参
加
者
は

人

印
し
た
も
の
を
各
支
部
で
実

盟
の
教
職
員
組
合
、
教
組
共

財
政
面
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

の
必
要
性
④
国
際
人
権
規

16

で
し
た
。

習
教
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
れ

闘
の
仲
間
、
全
国
の
父
母
・

な
ら
な
い
（
の
で
難
し
い
）
」

約
の
留
保
撤
回
、
教
育
費

実
習
教
員
部
県
教
委
交
渉

な
く
回
収
す
る
」
ま
た
、
そ

生
徒
が
参
加
、
長
崎
か
ら
は
、

と
の
回
答
に
と
ど
ま
り
ま
し

無
償
化
実
現
の
要
求
⑤
私

が
今
年
度
に
予
定
さ
れ
て
お

の
後
、｢

工
業
・
農
業
各
高

高
教
組
執
行
委
員
長
、
長
崎

た
。

学
の
無
償
化
の
必
要
性)

り
、
実
教
部
大
会
で
は
、
県

校
の
校
長
へ
、
格
付
け
年
齢

私
教
連
副
委
員
長
２
人
が
参

あ
げ
、
今
年
度
も
、
ゆ
き

教
委
交
渉
の
最
重
要
課
題
で

改
善
の
た
め
の
県
教
委
へ
の

加
し
ま
し
た
。

と
ど
い
た
教
育
の
実
現
の

あ
る
２
級
格
付
け
年
齢
引
き

上
申
に
つ
い
て
の
具
申
書
を

た
め
、
「
す
す
め
る
会
」

下
げ
要
求
に
つ
い
て
の
具
体

提
出
し
校
長
対
話
を
実
施
す

な
ど
と
の
共
同
を
す
す

的
な
検
討
が
熱
心
に
行
わ
れ

る
」
こ
と
が
全
代
議
員
一
致

め
、
署
名
を
大
き
く
広
げ

ま
し
た
。

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
先
立
ち
、
省
庁
、

星
陵
会
館
で
の
集
会
で

よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

馬
場
書
記
長
か
ら
、
現
在

政
党
、
全
国
教
育
長
会
な
ど

は
、
全
教
か
ら
の
基
調
提
案

た
。
そ
の
後
、
各
地
で
の

の
給
料
表
を
モ
デ
ル
に
し

今
年
度
、
８
月

･

日

へ
の
要
請
行
動
を
行
い
ま
し

で
「
昨
年
度
ま
で
の

年
間

署
名
の
と
り
く
み
の
決
意

18

19

23

て
、
格
付
け
年
齢

歳
・

に
長
崎
で
実
教
部
西
日
本
ブ

７
月

日(
土)
、
高
教
組

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
総
括

た
。
長
崎
高
教
組
は
、
民
主

の
署
名
数
は
４
億
１
０
０
０

が
述
べ
ら
れ
、
長
崎
か
ら

40

45

15

歳
・

歳
で
の
昇
級
に
よ
る

ロ
ッ
ク
学
習
交
流
集
会
が
開

定
通
部
は
、
長
崎
高
教
組
会

し
ま
し
た
。

党
へ
の
要
請
行
動
に
参
加

万
筆
を
超
え
、
他
に
類
を
見

は
、
大
場
委
員
長
が
「
こ

50

生
涯
賃
金
の
差
が
最
大
１
０

催
さ
れ
ま
す
。
開
催
場
所
は

館
で
第

回
総
会
（
午
前
）

は
、
「
子
ど
も
の
育
ち
を
支

し
、
高
校
授
業
料
無
償
制
度

な
い
運
動
で
あ
り
、
国
や
地

こ
数
年
、
公
立
、
私
立
を

38

０
０
万
円
に
も
な
る
こ
と
が

川
棚
町
国
民
宿
舎
「
く
じ
ゃ

・
第

次
県
教
研｢

定
通
教

え
る
～
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

の
維
持
・
改
善
や
、
給
付
制

方
自
治
体
に
教
育
条
件
整
備

併
せ
３
万
筆
を
超
え
て
い

60

説
明
さ
れ
、
参
加
し
た
代
議

く
荘
」
で
す
。
多
く
の
参
加

育
分
科
会｣

（
午
後
）
を
開

ル
ワ
ー
カ
ー
の
視
点
」(

日

な
い
。
今
年
度
は
ぜ
ひ
３

員
は
、
昇
級
年
齢
の
引
き
下

を
待
っ
て
い
ま
す
。

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

今
年
度
の
方
針
で
は
、
工

本
福
祉
大
学

准
教
授

野

万
筆
を
達
成
す
る
た
め
に

総
会
参
加
９
人
、
教
研｢

定

業
定
時
の
建
築
学
科
の
希
望

尻
紀
恵
さ
ん)

と
「
ス
ク
ー

頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を

通
教
育
分
科
会｣

参
加

人

者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
係

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、

27

（
一
般
参
加
３
人
含
む
）
で

わ
っ
て
、
「
志
願
者
が
減
る

実
践
現
場
か
ら
」(

長
崎
市

参
加
者
全
員
で
「
ど
の
子

し
た
。

こ
と
で
廃
科
・
学
科
の
統
廃

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

も
格
差
な
く
学
べ
る
社
会

合
に
つ
な
が
り
、
募
集
停
止

カ
ー
・
純
心
学
園
ス
ク
ー
ル

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

の
お
そ
れ
も
あ
る
」
こ
と
が

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

木

教
育
全
国
署
名
の
運
動
を

問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
、「
定

村
和
子
さ
ん
）
を
聴
き
ま
し

大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
」

通
制
に
お
け
る
、
安
易
な
廃

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
ス

の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
集

午
前
中
の
総
会
で
は
昨
年

科･

統
廃
合
に
反
対
」
の
方

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

度
の
経
過
報
告
、
決
算
報
告

針
が
新
た
に
加
え
ら
れ
、
さ

の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と

が
承
認
さ
れ
た
後
、
と
り
く

ら
に
、
昨
年
の
交
渉
を
踏
ま

い
う
人
も
あ
り
、
講
師
が
と

み
を
総
括
し
ま
し
た
。
そ
の

え
て
、
「
す
べ
て
の
定
時
制

も
に
「
子
ど
も
と
子
ど
も
を

中
で
も
、
特
に
県
教
委
交
渉

高
校
に
、
選
任
の
ス
ク
ー
ル

と
り
ま
く
様
々
な
環
境(

学

に
つ
い
て
「
定
通
制
で
の
非

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル

校
、
家
庭
、
地
域
、
友
人
な

正
規
教
職
員
の
配
置
問
題
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配

ど)

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
ス
ク

通
信
制
の
養
護
教
諭
の
待
遇

置
」
も
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

改
善
問
題
と
と
も
に
ス
ク
ー

ま
た
、
組
織
拡
大
で
は
、

の
仕
事
」
と
説
明
さ
れ
た
こ

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

「
職
場
間
の
交
流
を
深
め
る
」

と
で
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

配
置
を
要
求
し
た
が
、
前
向

こ
と
が
方
針
と
し
て
確
認
さ

ワ
ー
ク
の
実
践
が
子
ど
も
に

き
の
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ

れ
ま
し
た
。

と
っ
て
大
切
で
あ
る
こ
と
を

た
。
今
後
も
要
求
を
続
け
て

午
後
の
県
教
研
分
科
会
で

知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

民
主
党
へ
要
求
書
提
出

２
０
１
２

教
育
全
国
署
名
ス
タ
ー
ト

３
万
筆
集
約(

長
崎)

を
決
意
！

教
育
条
件
の

整
備･

改
善
を
要
請
！

集
会
ア
ピ
ー
ル

｢

格
差
な
く
学
べ
る

社
会
の
実
現｣

を
採
択

実
教
部
第

回
定
期
大
会
開
催

35

格
付
け
年
齢
改
善
へ
、

様
々
な
と
り
く
み
を
確
認
！

定
通
部
第

回
総
会
・
第

次

38

60

県
教
研｢

定
通
教
育
分
科
会｣

開
催

県
教
委
へ
の

要
求
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切

｢

定
通
制
の
廃
科･

統
廃

合
に
反
対｣

を
方
針
化

木
村

和
子
さ
ん

野
尻

紀
恵
さ
ん
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「実
習
助
手
」採
用
試
験
対
策
講
座
の
案
内

平
成

年
度
県
職
員
（
職
種:

実
習
助
手
）
採
用
試
験
の
受
検

25

者
を
対
象
と
す
る
採
用
試
験
対
策
講
座
の
受
講
申
込
用
紙
が
各

分
会
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
限
付
き
採
用
の
方
は
こ
の
機
会
に
是
非
受
講
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
日
程
と
講
座
内
容
は
、

一
回
目

８
月
４
日(

土)

：

～

13

00

数
学
・
社
会
・
英
語
の
３
教
科

二
回
目

８
月

日(

金)

：

～

（
予
定
）

24

13

00

国
語
・
理
科
・
英
語
の
３
教
科

三
回
目

月
末
頃
予
定

10

す
で
に
各
分
会
に
第
１
回
目
の
申
し
込
み
案
内
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
分
会
長
に
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。
組
合
員
は
上

限
３
０
０
０
円
の
旅
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
未
組
合
員
の
方
も

申
し
込
み
時
に
長
崎
高
教
組
に
加
入
す
る
と
同
条
件
に
な
り
ま

す
。
非
常
勤
の
方
の
組
合
費
は
月
１
０
０
０
円
で
す
。

2012年度スタート集会 各地のとりくみを発表


